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平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
の
12
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
13
件
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
12
件
、
平
成
30

年
度
当
初
予
算
17
件
、「
第
２
次
国
土
利
用
計
画
（
市
川
三
郷
町
計
画
）」、
町
道
認
定
１
件
な
ど
、
48
議
案
が
提
出
さ
れ
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

可決を
前年度比

32.17％増

金額：万円未満は四捨五入

町税内訳
固定資産税　7億 5400万円
町民税　　　7億  785万円
町たばこ税　　　8590万円
軽自動車税　　　5470万円
入湯税　　　　　4303万円

地方交付税
36億 2624 万円
（29.87％）

町債
35億 3887 万円
（29.15％）

町税
16億 4558 万円
（13.56％）

諸収入
７億 777万円
（5.83％）

国庫支出金
6億 3384 万円
（5.22％）

繰入金
5億 7451 万円
（4.73％）

県支出金
4億 4691 万円
（3.68％）

繰越金
3億 5000 万円
（2.90％）

地方消費税交付金
2億 5927 万円
（2.14％）

分担金及び負担金
1億 1553 万円
（0.95％）

使用料及び手数料
1億 46万円
（0.83％）

地方譲与税
5726 万円
（0.47％）

寄付金
4500 万円
（0.37％）
その他
3761 万円
（0.30％）

土木費
11億 2434 万円
（9.26％）

農林水産業費
4億 610 万円
（3.35％）

商工費
1億 5607 万円
（1.29％）

消防費
1億 5384 万円
（1.27％）

諸支出金
1億 5214 万円
（1.25％）

議会費
7735 万円
（0.64％）
その他
200万円
（0.02％）

公債費
11億 2437 万円
（9.26％）

総務費
13億 8642 万円
（11.42％）

衛生費
15億 6736 万円
（12.91％）

民生費
25億 3176 万円
（20.86％）

教育費
34億 5710 万円
（28.48％）

歳　入
121億3885万円

歳　出
121億3885万円

いちかわみさと議会だより3

121 3885億 万円
●特別会計 （56億7996万円）を含めた
　　　　　　　　総額（178億1881万円）の状況

平成30年度一般会計当初予算平成30年度一般会計当初予算

六郷庁舎空調設備改修事業 5305万円
八乙女自治公民館建設事業 5066万円
情報系システム更新事業 4197万円
幼児・児童給食無料化事業 4173万円
保育所取壊撤去事業 2160万円
公衆無線ＬＡＮ環境整備事業 1998万円
防災無線Ｊアラート機器更新事業 1117万円
福祉センター空調改修事業 836万円
洪水ハザードマップ更新事業 500万円
健康増進計画及び自殺対策計画策定事業 457万円
トンネル長寿命化修繕事業 450万円
学校図書館資料管理システム導入事業 409万円
富士見スポーツ公園弓道場解体事業 378万円
観光施設内トイレ洋式化改修事業 371万円
大塚小学校渡り廊下改修事業 119万円

新施設整備事業 26億 8806万円
峡南医療センター負担金 2億 7980万円
町道矢作上野線新設改良事業 1億 8160万円
つむぎの湯・いきいきセンター事業 8311万円
町道篭鼻川浦線整備事業 7100万円
子育て支援医療費助成事業 6547万円
椚田大正2号線道路拡幅事業 5538万円
岩間一本松2号線改良事業 4800万円
小中学校少人数学級の推進事業 4310万円
放課後児童健全育成事業 3856万円
道路橋梁維持補修事業 3000万円
長寿・医療費給付金事業 2989万円
ニードスポーツセンター事業 2535万円
ふるさと納税特産品贈呈事業 2262万円
配食サービス事業 1182万円

主な継続事業主な新規事業 予算額予算額

会　　計　　名 平成 30年度予算額・構成比 平成 29 年度予算 前年度比（金額・増減率）

一　般　会　計 121億3885万円 68.12% 91億8446万円 29億5439万円 32.17%

国民健康保険【事業勘定】 18億3959万円 10.32% 23億7506万円 △5億3548万円 △22.55%

国民健康保険
　　　　【直営診療施設勘定】 7567万円 0.42% 7711万円 △144万円 △1.86%

介護保険 21億3013万円 11.95% 20億7466万円 5546万円 2.67%

訪問看護ステーション西八代 3339万円 0.19% 3264万円 74万円 2.28%

簡易水道事業 2億4476万円 1.37% 2億4648万円 △172万円 △0.70%

公共下水道事業 10億 431万円 5.64% 9億9304万円 1127万円 1.13%

農業集落排水事業 3508万円 0.20% 3557万円 △48万円 △1.37%

温泉事業 4073万円 0.23% 3719万円 354万円 9.53%

歌舞伎文化公園管理 2792万円 0.16% 2308万円 484万円 20.98%

後期高齢者医療 2億2732万円 1.28% 2億2673万円 59万円 0.26%

その他 2108万円 0.11% 2579万円 △471万円 △18.26%

特別会計合計 56億7996万円 31.88% 61億4735万円 △4億6739万円 △7.60%

合　　　　　計 178億1881万円 100% 153億3181万円 24億 8700万円 16.22%

特

別

会

計

金額：万円未満は四捨五入
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平成 29 年度 一般会計補正予算一般会計補正予算（万円未満は四捨五入）

収入支出の補正額は

補正額　△２億2642万円
総　額　99億9132万円

地方交付税 １億 5791 万円
国庫支出金更正 △ 3050 万円
寄　付　金（ふるさと納税） 
 1158 万円
基金繰入金更正
 △３億 5000 万円
（財政調整基金からの繰入金全額更正）

収
入
の
お
も
な
内
訳

 衛　生　費

峡南医療センター負担金追加 264 万円

 農林水産業費

中山間地域総合整備事業負担金追加 525 万円

 商　工　費

温泉事業特別会計繰出金追加 1033 万円

 土　木　費

町道矢作上野線ＪＲ工事協定負担金更正

 △2940 万円

教　育　費

新施設整備設計委託料更正 △1840 万円

 総　務　費

退職手当特別負担金追加 1579 万円

ふるさと納税支援サービス委託料追加 344 万円

若者定住促進住宅補助金追加 368 万円

峡南広域行政組合負担金更正 △738 万円

 民　生　費

介護給付費更正 △1120 万円

国民健康保険特別会計繰出金更正 △1765 万円

後期高齢者医療広域連合負担金更正 △1838 万円

新園舎整備工事費更正 △2487 万円

新園舎備品購入費等更正 △  509 万円

児童手当支給費更正 △1090 万円

　   

支出のおもな内訳

※繰入金　会計の収支不足を補うために、他の会計や積立金（基金）から充てられる資金。
※繰出金　おもに一般会計から特別会計に対して、不足を補うために支出する。
※更　正　実績などにより経費が少額で済んだ場合、予算を減額すること。

いちかわみさと議会だより5

条例の制定１件、条例の改正13件
計画の策定１件、組合規約の変更１件
条例の制定１件、条例の改正13件
計画の策定１件、組合規約の変更１件

　

条
例
の
制
定
１
件

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

　

準
を
定
め
る
条
例
制
定

　
　
　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
と
し
て
指
定
基
準
の
条
例
を
定

　
　

め
る
必
要
が
あ
る
た
め

　

条
例
の
改
正
13
件

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
　
　

雇
用
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
条
例
の
改
正

●
国
民
健
康
保
険
条
例
中
改
正

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改
正

　
　
　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
財
政
責
任
主
体
が
、
平
成
30
年
４
月
１

　
　

日
か
ら
都
道
府
県
に
な
る
こ
と
に
伴
い
改
正

●
行
政
財
産
使
用
料
条
例
中
改
正

　
　
　

行
政
財
産
使
用
料
を
、
県
内
市
町
村
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
に
改
正

●
手
数
料
条
例
中
改
正

　
　
　

砂
利
採
取
法
に
基
づ
く
認
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査
手
数
料
の
改
正

●
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
中
改
正

　
　
　

国
民
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
伴
い
条
例
を
改
正　

●
介
護
保
険
条
例
中
改
正

　
　
　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
（
平
成
30
年
〜

　
　

平
成
32
年
度
）
の
策
定
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
を
改
定

●
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

　

防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
中
改
正

●
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
中
改
正

●
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

　

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の

　

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
中
改
正

　
　
　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　
　

等
の
一
部
を
改
正
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
条
例
中
の
一
部
を
改
正

●
都
市
公
園
条
例
中
改
正

　
　
　

都
市
緑
化
法
等
の
改
正
に
伴
い
関
係
政
令
の
整
備
等
条
例
を
改
正

●
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
中
改
正

●
公
共
物
管
理
条
例
中
改
正

　
　
　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
条
例
中
の
一
部
を
改
正

　

計
画
の
策
定
１
件

●
第
２
次
国
土
利
用
計
画
（
市
川
三
郷
町
計
画
）

　
　
　

町
土
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、
山
梨
県

　
　

計
画
お
よ
び
市
川
三
郷
町
第
２
次
総
合
計
画
に
則
し
、
平
成
30
年
度

　
　

か
ら
平
成
39
年
度
ま
で
の
計
画
を
策
定

　

組
合
規
約
の
変
更

●
峡
南
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更

　
　
　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
組
合
の
処
理
す
る
事
務
に
変
更
が

　
　

生
じ
た
た
め



問　

第
２
次
国
土
利
用
計
画
と
第

２
次
総
合
計
画
は
、
ど
の
よ
う
な

形
で
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
の
か
。

一
瀬
企
画
課
長　

総
合
計
画
で
掲

げ
て
い
る
、
み
た
ま
の
湯
周
辺
、

六
郷
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
活
性
化
の
実
現

を
目
指
し
開
発
が
し
や
す
い
よ
う

策
定
し
た
。

問　

加
熱
式
た
ば
こ
は
、
た
ば
こ

税
の
対
象
な
の
か
。

芦
沢
税
務
課
長　

町
税
の
対
象
で

あ
る
。

問　

市
川
大
門
中
地
区
公
民
館
周

辺
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

森
川
生
涯
学
習
課
長　

平
成
30
年

度
中
に
は
、
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
事
業
計
画
を
立
て
て
い
く
。

問　

平
成
30
年
度
の※

実
質
公
債

費
比
率
は
。

保
坂
財
政
課
長　

財
政
課
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
８
％
に
な

る
。
将
来
も
13
％
は
超
え
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
。

問　

※

将
来
負
担
比
率
は
。

財
政
課
長　

平
成
29
年
度
は
１
３

２
％
位
。
平
成
31
年
度
で
２
０

０
％
位
、
国
が
定
め
る
基
準
（
３

５
０
％
）
を
下
回
っ
て
お
り
、
健

全
化
を
維
持
で
き
る
。

問　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
説
明
を
。

立
川
防
災
課
長　

北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
対
し
て
、
緊
急
速
報

が
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
緊

急
地
震
速
報
も
こ
れ
に
あ
た
る
。

問　

管
内
小
学
校
の
特
別
支
援
員

は
何
人
か
。

佐
藤
教
育
長　

六
郷
小
は
、
来
年

度
か
ら
３
人
体
制
と
な
る
。
上
野

小
２
人
、
大
塚
小
１
人
、
市
川
小

２
人
、
市
川
南
小
１
人
、
計
９
人

の
配
置
と
な
る
。

問　

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

が
、
県
か
ら
町
に
移
管
さ
れ
る
が

影
響
は
。

内
藤
福
祉
支
援
課
長　

更
新
時
の

手
続
き
、
指
導
、
監
査
、
命
令
・

勧
告
に
つ
い
て
町
が
行
う
こ
と
と

な
る
。

問　

三
珠
診
療
所
の
診
療
収
入
が

少
な
く
、
更
正
の
理
由
は
。

武
田
町
民
課
長　

医
師
１
名
が
辞

め
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
で
あ

る
。

問　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の

使
用
状
況
は
。

福
祉
支
援
課
長　

身
体
障
害
者
４

８
４
名
中
１
１
０
名
の
申
請
、
89

歳
以
上
の
方
６
４
４
名
中
２
７
５

名
申
請
。
88
歳
の
米
寿
の
方
、
１

１
６
名
に
も
配
付
し
て
い
る
。

問　

老
人
福
祉
費
の※

補
装
具
購

入
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
内
容
は
。

町
民
課
長　

新
規
事
業
で
あ
り
、

１
割
か
ら
３
割
の
自
己
負
担
分
を

補
助
。
30
万
円
を
計
上
し
た
。

問　

つ
む
ぎ
の
湯
、
六
郷
の
里
支

配
人
派
遣
業
務
の
目
的
と
活
用
に

つ
い
て
の
方
針
は
。

町
長　

民
間
経
営
の
感
覚
と
手
法

が
参
考
に
な
る
の
か
、
見
極
め
た

い
た
め
導
入
し
た
。

　

つ
む
ぎ
の
湯
は
、
４
月
１
日
か

ら
料
金
体
系
を
以
前
に
戻
す
考
え

が
あ
る
。
ま
た
、
町
の
福
祉
施
設

の
意
味
を
も
つ
の
で
、
そ
の
こ
と

を
明
確
に
打
ち
出
し
た
い
。
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報告報告 質疑の一部を
要旨のみ掲載します

総 

務 

教 

育

開催日
3/6

厚 

生 

常 

任

開催日
3/８

※

実
質
公
債
費
比
率

　

公
債
費
（
借
金
返
済
費
）
を
含
む
返
済

　

金
合
計
が
、
ど
れ
だ
け
財
政
に
負
担
を

　

か
け
て
い
る
か
を
表
す
指
標
。

※

将
来
負
担
比
率

　

町
が
将
来
支
払
う
可
能
性
が
あ
る
負
担

　

合
計
が
一
般
会
計
に
占
め
る
比
率
。

※

補
装
具

　
　

障
害
者
等
の
身
体
機
能
を
補
完
し
、

　

ま
た
は
代
替
し
長
期
間
に
わ
た
り
継
続

　

し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
義
肢
、
装

　

具
、
車
い
す
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が

　

定
め
る
も
の
。

いちかわみさと議会だより7

問　

温
泉
事
業
特
別
会
計
の
指
定
管

理
者
納
入
金
の
減
収
理
由
は
。

林
商
工
観
光
課
長　

10
月
の
台
風
、

大
雪
の
心
配
、
近
隣
に
安
価
な
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
た
影
響
で
入
湯
者
減

に
な
っ
た
た
め
。

問　

消
費
生
活
相
談
員
は
ど
こ
に
配

置
し
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

昨
年
度
よ
り
、
富

士
川
町
と
合
同
で
設
置
。
富
士
川
町

の
産
業
振
興
課
内
に
籍
を
置
い
て
い

る
。

問　

町
内
移
動
販
売
業
者
は
何
社

で
、
補
助
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　

４
社
の
移
動
販
売

業
者
を
予
定
し
て
い
る
。
１
時
間
２

千
円
の
補
助
を
行
う
予
定
。

問　

新
規※

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
事
業
の
内

容
は
。

商
工
観
光
課
長　

本
町
と
富
士
川
町

で
６
月
23
日
開
催
予
定
。
両
町
で
10

万
円
ず
つ
負
担
し
、
参
加
費
で
運
営

す
る
。

問　

国
は
、
印
鑑
の
扱
い
を
縮
小
し
て

い
る
動
き
が
あ
る
そ
の
対
策
は
。

町
長　

影
響
を
い
か
に
少
な
く
で
き

る
か
、
県
選
出
の
国
会
議
員
を
通
じ

て
、
国
へ
も
要
望
し
て
い
く
。

問　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
委
員
の
報
酬
は
。

丹
沢
農
林
課
長　

農
業
委
員
職

は
、
年
15
万
７
千
円
。
農
地
最
適

化
推
進
委
員
は
、
一
律
７
万
円
。

問　

三
郡
橋
下
流
の
観
覧
席
を
含

む
そ
の
後
の
整
備
状
況
は
。

塩
沢
土
木
整
備
課
長　

環
境
保
全

型
の
計
画
堤
防
に
合
わ
せ
、
ス
タ

ン
ド
席
に
改
修
で
き
る
か
国
交
省

と
協
議
し
整
備
し
て
い
く
。

問　

空
き
家
対
策
推
進
計
画
策
定

事
業
の
平
成
30
年
度
計
画
は
。

渡
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　

６

月
頃
を
目
途
に
協
議
会
を
設
置
し

て
、
条
例
の
制
定
を
行
う
。

※

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
と
は

　

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
の
略
で
、
地
図

　

を
も
と
に
時
間
内
に
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

　

ト
を
回
り
、
写
真
を
撮
り
な
が
ら
得
点

　

を　

集
め
る
ス
ポ
ー
ツ
。

土 

木 

環 

境

開催日
3/12

常任委員会常任委員会

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

宅
地
分
譲
に
伴
い
、
公
衆
用
道
路
と
し
て
町
に※

寄
付
採
納

の
申
し
出
が
あ
っ
た
宿
尻
３
号
線
、
道
路
新
設
事
業
に
よ
り

町
道
と
し
て
整
備
す
る
落
合
１
号
線
の
２
路
線
で
、
土
木
環

境
常
任
委
員
会
の
現
地
視
察
の
う
え
、
議
決
さ
れ
た
。

※

寄
付
採
納

　

民
間
業
者
が
、
町
道
認
定
の
基
準
に
則
り

排
水
路
、
上
下
水
道
管
、
舗
装
を
敷
設
す
る
。

幅
員
４
．０
ｍ
以
上
。
延
長
に
よ
り
回
転
広
場

を
設
け
る
な
ど
種
々
規
制
が
有
り
、
議
会
が

承
認
し
町
道
と
な
る
。

宿
尻
３
号
線

落
合
１
号
線
新
設
道
路
予
定
地
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組合議会の報告組合議会の報告

第
２
回
臨
時
会　

12
月
22
日　

　

常
任
委
員
の
選
任
、
議
会
運
営

委
員
の
選
任
の
ほ
か
、
条
例
改
正

１
件
及
び
平
成
29
年
度
補
正
予
算

２
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告　

松
野
清
貴
）

峡
南
広
域

　
　

行
政
組
合

12
月
定
例
会　

12
月
25
日　

　

平
成
29
年
度
中
巨
摩
地
区
広
域

事
務
組
合
ご
み
処
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
、
老
人
福
祉
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
２

議
案
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告　

市
川
朝
嗣
）

中
巨
摩
地
区

広
域
事
務
組
合

第
１
回
定
例
会　

２
月
21
日　

　

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
、
個
人
情
報
保

護
条
例
及
び
情
報
公
開
条
例
の
一

部
改
正
の
計
３
件
と
、
平
成
29
年

度
補
正
予
算
２
件
、
平
成
30
年
度

当
初
予
算
２
件
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

（
報
告　

内
藤　

優
）

山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合　

第
２
回
臨
時
会　

12
月
22
日　

　

規
約
の
変
更
１
件
、
峡
南
衛
生

組
合
へ
の
南
部
町
の
加
入
に
伴
う

条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
４
件

と
、
峡
南
衛
生
組
合
職
員
給
与
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
平
成

29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
の
８
議
案
で
あ
り
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

（
報
告　

川
崎
充
朗
）

峡
南
衛
生
組
合

いちかわみさと議会だより9

一
般
質
問 髙 尾 　貫 議員

――町づくりの最上位計画として
　　　　　　　　　　　推進していく――

第 2次総合計画の実践と評価は

問　

第
２
次
総
合
計
画
の
実
践

と
評
価
は
。

町
長　

各
事
業
目
標
の
数
値
を

明
確
に
し
、
10
年
後
の
望
む
べ

き
姿
を
想
定
し
策
定
し
て
い

る
。

　

中
間
年
で
あ
る
５
年
を
目
途

に
進
捗
状
況
等
を
検
証
す
る
。

問　

郡
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
あ
る
道
路
整
備
の
優
先
順

位
を
見
直
す
予
定
が
あ
る
か
。

町
長　

県
の
プ
ラ
ン
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
見
直
し
を
行

い
、
必
要
性
・
緊
急
性
の
高
い

路
線
か
ら
順
次
整
備
を
推
進
す

る
。

問　

高
校
再
編
に
伴
う
県
道
・

町
道
の
整
備
方
針
は
。

町
長　

通
学
路
交
通
安
全
点
検

の
実
施
に
併
せ
協
議
し
、
さ
ら

な
る
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

緊
急
車
両
の
入
れ
な
い
、

道
路
の
整
備
は
。

町
長　

狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備

事
業
と
し
て
、
計
画
的
に
事
業

を
進
め
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
の
有
効
活
用
の

推
進
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
に

委
ね
る
方
策
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

町
長　

民
間
活
力
に
委
ね
る
手

法
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
有

効
手
段
と
捉
え
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
の
人
材
育
成

は
。

町
長　

職
員
の
階
層
別
研
修
を

含
め
、
自
己
啓
発
研
修
な
ど
を

計
画
的
・
積
極
的
に
受
講
さ
せ

て
い
る
。

問　

人
事
異
動
を
通
し
て
、
ど

の
様
な
事
が
向
上
し
た
の
か
。

町
長　

様
々
な
職
務
を
経
験
す

る
こ
と
に
よ
り
、
適
材
適
所
の

発
見
と
、
知
識
や
人
脈
を
得
な

が
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
へ

の
対
応
能
力
の
向
上
に
繋
が
っ

て
い
く
と
考
え
る
。

問　

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
一
層
の
努
力
を
。

町
長　

健
康
相
談
や
健
康
教

室
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、

口
腔
ケ
ア
教
室
な
ど
実
施
し
て

い
る
。
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問　

新
体
育
館
を
東
京
五
輪
の

練
習
場
と
し
て
活
用
す
る
取
組

み
を
。 

町
長 

昨
年
11
月
、
フ
ラ
ン
ス

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
代
表
チ
ー
ム
監

督
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。
残
念
な
が
ら
西
桂
町
に
決

定
し
た
。

問　

市
川
大
門
中
地
区
公
民
館

の
建
て
替
え
計
画
は
ど
う
進
め

る
の
か
。

町
長 

現
在
地
周
辺
の
歴
史
的

背
景
を
踏
ま
え
、
市
川
代
官
所

跡
地
整
備
の
中
で
建
て
替
え
を

検
討
し
て
い
く
。
今
後
「
検
討

委
員
会
」
を
設
置
し
、
計
画
の

具
体
化
を
図
る
。

問　
（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
図
書
館
・
体
育
館
・
町

民
会
館
）
の
事
業
費
等
の
建
設

計
画
は
。

町
長 

総
事
業
費
は
、
約
32
億

円
と
見
込
む
。

　

財
源
は
、
合
併
特
例
債
28
億

４
９
０
０
万
円
、
国
庫
補
助
金

１
２
９
０
万
円
、
一
般
財
源
３

億
３
８
１
０
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
30

年
４
月
に
敷
地
造
成
工
事
発

注
、
６
月
建
築
主
体
工
事
等
の

発
注
を
予
定
。
工
事
完
成
は
平

成
31
年
10
月
頃
と
し
、
開
館
は

平
成
32
年
１
月
と
予
定
し
て
い

る
。

問　

八
乙
女
公
民
館
の
建
設
計

画
は
。

町
長 

平
成
30
年
４
月
に
工
事

発
注
し
、
８
月
完
成
を
目
指
す
。

総
事
業
費
は
５
５
０
０
万
円
。

財
源
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
５

４
７
０
万
円
、
一
般
財
源
30
万

円
で
あ
る
。

問　

新
高
校
建
設
に
関
わ
る
町

民
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

町
長 

窓
口
は「
政
策
推
進
課
」

と
し
て
い
る
。

問　

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民

健
康
保
険
の
全
県
一
本
化
に
よ

る
影
響
は
。

町
長 

国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
率
や
課
税
額
の
変
更
は
な

い
。

　

被
保
険
者
の
特
定
健
診
、
各

種
が
ん
検
診
な
ど
は
町
が
継
続

的
に
進
め
る
た
め
、
個
人
の
負

担
増
に
は
な
ら
な
い
。

問　

新
保
育
所
開
園
に
向
け
た

園
児
の
送
迎
対
応
は
。

町
長 

保
護
者
に
よ
る
送
迎
を

原
則
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
保
護
者
会
と
協
議
し
、

通
園
バ
ス
の
運
行
に
向
け
準
備

を
進
め
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
見
直
し
等
運
営
面
は
ど
の
よ

う
な
取
組
み
と
し
て
い
る
か
。 

町
長　

29
年
度
は
約
４
８
０
０

万
円
の
受
入
れ
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

返
礼
品
は
、「
空
き
家
と
お

墓
の
管
理
」
や
「
神
明
の
花
火

有
料
観
覧
席
」
を
追
加
す
る
な

ど
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
外
部
運
営
サ
イ
ト
へ

の
委
託
業
務
の
見
直
し
な
ど
に

よ
り
、
運
営
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
っ
て
い
く
。

一
般
質
問

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
総
事
業
費
は

―
―

約
32
億
円
と
見
込
む ―

―

一 

瀬 　

正 

議
員

いちかわみさと議会だより11

問　

意
欲
を
持
っ
て
決
断
し
、

移
住
し
て
き
た
人
た
ち
の
「
町

内
移
住
者
交
流
会
」
の
開
催
で
、

意
見
、
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、

ま
た
、
本
町
の
魅
力
発
信
も
期

待
で
き
る
。
新
た
な
移
住
促
進

に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

本
町
に
移
住
さ
れ
て
き

て
い
る
方
々
は
「
地
場
産
業
を

仕
事
と
し
た
い
」
な
ど
、
地
域

性
を
根
拠
に
移
住
さ
れ
て
き
た

方
々
が
多
い
。
政
策
推
進
課
に

お
い
て
移
住
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
要
望
や

相
談
の
ケ
ー
ス
は
な
い
が
、Ｐ

Ｒ
に
努
め
検
討
す
る
。

問　

本
町
へ
の
移
住
促
進
に
向

け
た
、
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

平
成
29
年
度
、
東
京
な

ど
で
開
催
す
る
移
住
セ
ミ
ナ
ー

に
４
回
参
加
し
た
。
30
組
弱
の

移
住
相
談
を
受
け
た
が
実
績
は

な
か
っ
た
。
平
成
30
年
度
も
同

様
の
セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に
参

加
し
、
移
住
者
獲
得
に
努
め
る
。

問　
「
学
校
法
人
日
本
体
育
大

学
」
と
の
主
な
協
定
内
容
は
。

町
長　

協
定
書
の
趣
旨
が
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
健
康
づ

く
り
全
般
の
相
互
協
力
で
あ

る
。
相
互
の
体
育
施
設
等
を
利

用
し
な
が
ら
幅
広
い
世
代
で
の

交
流
が
可
能
と
な
り
、
健
康
年

齢
の
改
善
も
期
待
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

問　

全
国
の
先
行
自
治
体
で
は

ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の

か町
長　

本
町
は
49
番
目
の
協
定

自
治
体
で
あ
る
。
先
進
例
と
し

て
、
日
本
体
育
大
学
内
の
施
設

に
９
自
治
体
か
ら
小
中
学
生
を

中
心
に
受
け
入
れ
、
最
先
端
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
、

基
礎
か
ら
高
度
な
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
合
い
な
が
ら
の
学
生
と
の

交
流
や
、
19
自
治
体
へ
学
生
や

教
授
を
派
遣
し
、
小
中
学
校
の

先
生
方
向
け
の
組
体
操
指
導
、

体
力
測
定
等
で
あ
る
。

問　

本
町
で
は
ど
ん
な
取
り
組

み
が
予
想
で
き
る
か
。

町
長　

現
在
、
管
内
小
中
学
校

や
団
体
に
要
望
を
募
れ
る
よ

う
、
整
備
中
で
あ
る
。

一
般
質
問

丹 澤 　孝 議員

――PRに努め検討する ――

町内移住者交流会の開催を
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問　

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン

構
想
で
掲
げ
た
、
福
祉
・
子
育

て
・
財
政
健
全
化
事
業
を
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

福
祉
・
子
育
て
支
援
・

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
事
業

を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
任
期

４
年
の
中
で
道
筋
、
目
途
が
付

け
ら
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い

く
。

問　

平
成
30
年
度
予
算
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

町
長　
「
幼
児
・
児
童
給
食
無

償
化
」、「
少
人
数
学
級
推
進
」、

「
民
間
外
国
語
指
導
者
設
置
事

業
」、「
新
施
設
整
備
事
業
」、「
八

乙
女
自
治
公
民
館
建
設
事
業
」

な
ど
を
30
年
度
当
初
予
算
に
計

上
し
た
。

問　

六
郷
地
区
第
11
分
団
詰
所

建
設
場
所
・
位
置
は
ど
こ
を
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　

建
設
場
所
は
、Ｊ
Ａ
西

八
代
楠
甫
支
店
跡
地
。

　

位
置
は
、
舗
装
さ
れ
た
一
番

奥
を
検
討
し
て
い
る
。

一
般
質
問

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
構
想
」の
実
現
は

笠
井　

雄
一 

議
員

―
―

任
期
４
年
間
の
中
で

　
　
　
　

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く ―

―

第11分団詰所設置場所

第11分団詰所

問　

み
た
ま
の
湯
約
26
万
５
千

人
、
神
明
の
花
火
20
万
人
、
そ

の
他
を
含
め
、
年
間
50
万
人
が

来
町
し
て
い
る
。

　

日
帰
り
客
に
一
日
で
も
一
人

で
も
多
く
、
本
町
に
滞
在
で
き

る
施
設
の
建
設
が
必
要
と
思
う

が
計
画
は
。

町
長　

観
光
客
誘
致
を
目
的
と

し
た
、
全
体
計
画
を
予
定
し
て

い
る
。
民
間
資
本
、
民
間
活
力

の
積
極
的
な
導
入
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
六
郷
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
活

性
化
と
と
も
に
、
宿
泊
施
設
の

建
設
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

２
月
に
大
門
碑
林
公
園
で

開
催
さ
れ
た
、
光
と
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
企
画
は
、
予
想
以

上
の
好
評
で
あ
っ
た
が
、
今
後

も
町
内
の
既
存
施
設
の
有
効
活

用
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
３
日
間

で
６
０
０
人
の
来
園
者
が
あ
っ

た
。
今
後
各
施
設
と
も
様
々
な

角
度
か
ら
可
能
性
を
探
り
、

色
々
な
仕
掛
け
と
手
作
り
感
を

大
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

障
害
の
あ
る
方
が
、
日
常

生
活
の
中
で
困
っ
た
時
、
災
害

時
な
ど
、
周
辺
か
ら
配
慮
、
援

助
を
得
や
す
く
す
る※

ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
本
町
で
の
取
り
組
み

は
。

町
長　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
義

足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い

る
方
、
内
部
障
害
や
難
病
の
方
、

妊
娠
初
期
の
方
等
で
、
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
外
見
上
分
か
り
に
く
い
方
に

携
帯
し
て
い
た
だ
き
、
周
囲
の

人
か
ら
の
配
慮
、
援
助
を
得
や

す
く
す
る
マ
ー
ク
で
あ
る
。
本

町
で
も
、
窓
口
で
の
配
布
と
周

知
を
行
い
、
広
報
で
も
利
用
を

伝
え
る
。

問　

※

平
塩
５
号
線
の
活
用
方

法
に
対
す
る
進
捗
状
況
は
。

町
長　

町
全
体
を
面
的
に
計
画

す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作

成
を
念
頭
に
置
き
、
平
塩
５
号

線
を
活
用
し
た
住
宅
施
策
の
推

進
も
含
め
検
討
し
た
い
。

宮崎　博巳 議員

――宿泊施設の建設を含め検討していく――

観光客誘致を目的とした
　　新たな町づくりを

いちかわみさと議会だより13

一
般
質
問

※

平
塩
５
号
線

　

市
川
中
学
校
か
ら
市
川
小
学
校
を
結
ぶ
、

　

延
長
約
３
４
０
ｍ
、
幅
員
５
ｍ
の
新
設

　

道
路
。
平
成
22
年
度
に
工
事
着
工
し
、

　

平
成
29
年
度
に
完
成
と
な
っ
た
。

　
　

な
お
、「
平
塩
５
号
線
」
は
事
業
開
始

　

時
の
仮
称
で
あ
り
、
現
在
は
「
町
道
西

　

平
塩
３
号
線
」
と
し
て
町
道
認
定
さ
れ

　

て
い
る
。

光とイルミネーション



問　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
有

料
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
の
導
入
を

考
え
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

一
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ひ
と

　

月
の
訪
問
者
数
は
。

二
、
有
料
広
告
の
現
状
は
。

三
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

有
料
広
告
掲
載
に
つ
い

て一
、
閲
覧
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
年
度
は
、
１
月
末
時

点
で
91
万
６
，
２
０
９
件
と

な
っ
て
い
る
。
年
度
末
に
は
、

１
０
０
万
件
に
達
す
る
と
予

測
し
て
い
る
。

二
、
有
料
広
告
の
実
績
は
、
平

成
26
年
８
月
、
平
成
30
年
２

月
に
民
間
企
業
と
協
働
で
発

行
し
た
暮
ら
し
の
便
利
帳
が

あ
る
。
関
係
者
が
ス
ポ
ン

サ
ー
を
募
集
し
て
作
成
、
配

布
し
た
も
の
と
し
て
は
、
平

成
28
年
６
月
に
配
布
し
た
回

覧
板
や
、
古
く
は
暮
ら
し
に

便
利
な
み
ん
な
の
電
話
帳
、

ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
な
ど
が

あ
る
。

三
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
へ
の

広
告
掲
載
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
、

監
修
、
指
導
は
ど
こ
の
課
で

行
っ
て
い
る
か
。

石
原
総
務
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
の
課
で
行
い
、
全
体
的
な

監
修
は
総
務
課
で
あ
る
。

問　

町
も
、「
や
す
ら
ぎ
づ
く

り
」
か
ら
「
賑
わ
い
づ
く
り
」

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
更
新

す
べ
き
も
の
は
早
急
に
し
、
各

課
で
智
恵
を
出
し
あ
い
監
修
す

れ
ば
よ
り
良
い
物
が
で
き
る
と

思
う
が
。

総
務
課
長　

さ
ら
に
全
課
を
挙

げ
て
取
り
組
み
、
点
検
の
仕
方

な
ど
も
研
究
し
て
い
く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

　
　
　
　

有
料
広
告
の
掲
載
を佐野　

勝
也 

議
員

―
―

今
後
、
検
討
し
て
い
く ―

―

一
般
質
問
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町ホームページ

　

討　

論

◆
介
護
保
険
条
例
中
改
正

◆
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

◆
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
予
算

（
反
対
）  

一
瀬　

正　

議
員

　

介
護
保
険
条
例
中
改
正
は
、

介
護
保
険
料
の
改
定
で
あ
る
。

改
正
値
上
げ
で
高
齢
者
、
低
所

得
者
に
と
っ
て
一
層
支
払
い
は

専決処分の承認　１件 

平成29年度一般会計補正予算（第９号） 承認　全会一致

条例の制定　１件
指定居宅介護支援等の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例制定 可決　全会一致

条例の改正　１３件
職員の育児休業等に関する条例中改正 可決　全会一致

国民健康保険税条例中改正 可決　全会一致

行政財産使用料条例中改正 可決　全会一致

手数料条例中改正 可決　全会一致

後期高齢者医療に関する条例中改正 可決　全会一致

介護保険条例中改正 可決　賛成多数

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例中改正 可決　全会一致

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例中改正 可決　全会一致

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定

地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例中改正 可決　全会一致

国民健康保険条例中改正 可決　全会一致

都市公園条例中改正 可決　全会一致

道路占用料徴収条例中改正 可決　全会一致

公共物管理条例中改正 可決　全会一致

計画策定　１件
第２次国土利用計画（市川三郷町計画） 可決　全会一致

組合規約の変更　１件
峡南広域行政組合規約の変更 可決　全会一致

補正予算　１1件
平成29年度一般会計補正予算（第10号） 可決　全会一致

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決　全会一致

平成29年度介護保険特別会計補正予算（第５号） 可決　全会一致

平成29年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 可決　全会一致

平成29年度訪問看護ステーション西八代特別会計補正予算（第３号） 可決　全会一致

平成29年度簡易水道特別会計補正予算（第４号） 可決　全会一致

平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第５号） 可決　全会一致

平成29年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可決　全会一致

平成29年度温泉事業特別会計補正予算（第２号） 可決　全会一致

平成29年度歌舞伎文化公園管理特別会計補正予算（第３号） 可決　全会一致

平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決　全会一致

当初予算　17件
平成30年度一般会計予算 可決　全会一致

平成30年度国民健康保険特別会計予算 可決　賛成多数

平成30年度介護保険特別会計予算 可決　賛成多数

平成30年度介護サービス事業特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度訪問看護ステーション西八代特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度簡易水道特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度公共下水道事業特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度農業集落排水事業特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度戸別浄化槽整備推進事業特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度温泉事業特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度恩賜県有財産保護管理事業特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度市川財産区特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度高田財産区特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度大同財産区特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度歌舞伎文化公園管理特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度後期高齢者医療特別会計予算 可決　全会一致

平成30年度上水道事業会計予算 可決　全会一致

道路線認定　１件
宿尻３号線、落合１号線で公衆用道路の申し出並びに道路新設事業により

町道整備するもの 可決　全会一致

その他議案　１件
人権擁護委員の推薦につき意見を求める 適任　全会一致

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

結　 果

困
難
に
な
る
と
考
え
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
で
は
、
財
政
運
営
主
体
が
市

町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移
管
さ

れ
る
。
介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
も
含
め
、
低
所
得
者
、
高
齢

者
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
反
対
。

（
賛
成
）　

小
川
好
一　

議
員

　

介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
在
宅
生
活
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
必
要
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め

の
今
回
の
改
革
で
あ
る
。
介
護

保
険
特
別
会
計
は
、
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

図
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
制
度

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
必

要
で
あ
り
賛
成
。賛成

14　

反
対
１

　

人　

事

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

　
　

齋
藤　

和
樹　

氏
（
黒
沢
）

いちかわみさと議会だより15

第１回定例会（３月５日～16日）審議結果

議会傍聴におでかけください
次回定例会は６月に予定されています。
　傍聴の定員
　　本会議　３０人　　委員会　８人
　◆３月定例会の傍聴実績（のべ人数）
　　本会議　２２人　　委員会　３人
　◆会議録検索システム利用件数
　　平成３０年１月から３月まで　1056件
　※町のホームページから議会本会議の議事
　　録が閲覧できます。検索機能もあり便利
　　です。ぜひご利用ください。
　◆お問い合わせ
　　　　議会事務局　TEL 055-272-1108



　

♪
柱
の
傷
は
お
と
と
し
の　

五
月

五
日
の
背
く
ら
べ　

粽
（
ち
ま
き
）

た
べ
た
べ
兄
さ
ん
が
♪
♪

　

男
の
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願

う
、
端
午
の
節
句
の
歌
詞
で
す
。
何

処
の
ご
家
庭
で
も
柱
に
付
け
ら
れ

た
、
背
丈
を
計
っ
た
印
が
残
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
い
も

の
で
一
ヶ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
本
町

の
今
年
度
の
新
入
園
児
は
64
名
、
新

入
生
は
小
学
生
86
名
、
中
学
生
１
１

９
名
で
す
。

　

こ
の
子
ど
も
達
が
日
々
成
長
し
、

将
来
は
立
派
な
社
会
人
と
な
り
、
活

躍
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昨
今
は
、
自
然
災
害
等
が
数
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
に
は

何
が
必
要
か
・
・
・
と
考
え
た
が
、

普
段
か
ら
の
準
備
と
、
心
構
え
が
一

番
大
事
で
あ
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。

（
小
川 

記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

高　

尾　
　
　

貫

　

副
委
員
長　

佐　

野　

勝　

也

　

委　
　

員　

小　

川　

好　

一

　
　
　
　
　
　

丹　

澤　
　
　

孝

　
　
　
　
　
　

川　

崎　

充　

朗

　
　
　
　
　
　

市　

川　

朝　

嗣

平成30年５月１日発行　第51号 16

みんなのページみんなのページ

〒
4
0
9
-3
6
0
1
　
山
梨
県
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
1
7
9
0
-3
　
TE
L：
0
5
5
-2
7
2
-1
1
0
8
　
FA
X
：
0
5
5
-2
7
2
-2
5
2
5
　
E-
m
ai
l:g
ik
ai
@
to
w
n.
ic
hi
ka
w
am
is
at
o.
lg
.jp

発
行
/
市
川
三
郷
町
議
会
　
責
任
者
/
議
長
　
有
泉
　
希
　
　
　
　
　
　
編
集
/
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　【チーム紹介】
  市川公園にある、森に囲まれた素晴らしい環境の中
で練習をしています。野球を通して、勝った時の嬉し
さや負けた時の悔しさ、青空の下で白球を追いかける
楽しさを知る中で、健全な心身の育成をしていけるよ
う活動しています。また、強い精神力を身につけ、仲
間を思いやれる心を持ち、全員が一投一打頭を働かせ、
全力でプレーすることを目指しています。そして、温
かい指導や、時には厳しい指導のもと、子どもたちは
日々上達しています。
　子どもたち・指導者・保護者が一丸となってこれか

らの団の更なる成長ができるよう活動しています。

【主な活動内容】
　毎週土曜日・日曜日の午前９時から夕方まで、市川
公園のグラウンドで練習をしています。大きな大会と
しては、初夏の学童西八代大会、夏の山日ＹＢＳ地区
大会・ＵＴＹカップ、秋の新人戦に参加しています。
それ以外にも、練習試合や招待試合などにも参加し、
県内の多くのチームと交流をしながら親睦を深めてい
ます。
　団員は随時募集しています。

市川野球スポーツ少年団市川野球スポーツ少年団
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